
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
五
年
六
月
十
三
日

参

議

院

環

境

委

員

会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
に
よ
る
改
正
前
の
環
境
基
本
法
第
十
三
条
に
お
い
て
「
原
子
力
基
本
法
そ
の
他
の
関
係
法
律
」

に
お
い
て
委
ね
ら
れ
て
い
た
「
放
射
性
物
質
に
よ
る
大
気
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
及
び
土
壌
の
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
措
置
」

に
関
し
て
、
従
来
の
措
置
の
内
容
と
効
果
に
つ
い
て
詳
細
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
環
境
基
本
法
に
照
ら
し
政
府
の
施
策
は

万
全
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
十
分
な
検
証
を
行
う
こ
と
。

二
、
前
項
の
検
証
に
当
た
っ
て
は
、
環
境
基
本
法
の
目
的
・
理
念
等
と
、
従
来
原
子
力
基
本
法
、
原
子
炉
等
規
制
法
、
放
射
線

障
害
防
止
法
等
が
目
指
し
て
き
た
と
こ
ろ
と
の
異
同
に
つ
い
て
特
に
精
査
し
、
環
境
法
制
と
原
子
力
法
制
に
お
い
て
新
た
に

必
要
と
な
っ
て
い
る
措
置
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
こ
と
。

三
、
環
境
基
本
法
第
十
三
条
の
削
除
に
伴
う
環
境
法
令
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
適
用
除
外
規
定
の
削
除
に
と
ど
ま
ら
ず
、

環
境
基
本
法
の
目
的･

理
念
等
を
踏
ま
え
、
放
射
性
物
質
に
係
る
環
境
法
制
の
再
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
環
境
基
本
法
第

二
章
に
則
り
、
放
射
性
物
質
に
係
る
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
施
策
を
可
能
な
限
り
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
。

四
、
以
上
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
科
学
的
、
体
系
的
に
環
境
法
制
の
再
構
築
を
行
う
た
め
、
放
射
線
を
始
め
と
す
る
各
種
の
専
門

家
に
よ
る
委
員
会
を
設
置
し
、
綿
密
か
つ
速
や
か
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


